
「芯の通った学校組織」推進プラン第３ステージにおける

「学校評価の４点セット」作成について

竹田教育事務所





〈観点Ⅰ〉学校の教育目標、重点目標等の設定・共有（Ｐｌａｎ）

〈観点Ⅱ〉短期及び年度を跨いだ検証・改善の実施（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）

〈観点Ⅲ〉主任等が効果的に機能する学校運営体制
（ミドル・アップダウン・マネジメント、効果的・効率的なチーム体制の構築）

〈観点Ⅳ〉学校・家庭・地域による目標の協働達成（目標協働達成）

【学校マネジメント４つの観点（第３ステージ）】



「４つの観点」及び評価基準（第３ステージ）

領域 項目 Ｓ Ａ

観
点
Ⅰ

学校の教育目標、重
点目標等の設定・共
有

（Plan）

①育成を目指す資質・能力を踏まえた家庭・地域
と共有できる明確な学校の教育目標、教育目標の
達成に向けた課題を捉えた重点目標、短期の検
証・改善が可能で、重点目標の達成に近付く妥当
な根拠や理由を説明できる重点的取組及び取組指
標となっている。
②Ａに同じ。

①育成を目指す資質・能力を踏まえた学校の教育目標、教育目標
の達成に向け課題を捉えた重点目標、短期の検証・改善が可能で、
重点目標の達成に近付くことがイメージできる重点的取組及び取
組指標となっている。
②管理職の下、主任等を中心に教職員に関わらせながら「学校評
価の４点セット」が策定され、その内容が全教職員で共通理解さ
れている。

観
点
Ⅱ

短期及び年度を跨い
だ検証・改善の実施

（Check・Action）

①客観的なデータを用いて取組指標に基づく取組
状況の確認や達成指標に基づく達成状況の確認、
児童生徒の実態把握を効率的に行った上で、重点
的取組の有効性や取組指標の妥当性の検証と改善
方策の検討が、「検証・改善プロセス」に沿って
効果的に行われている。

①客観的なデータを用いて取組指標に基づく取組状況の確認や達
成指標に基づく達成状況の確認、児童生徒の実態把握を効率的に
行った上で、重点的取組の有効性や取組指標の妥当性の検証と改
善方策の検討が年度の中で繰り返し行われ、その検証結果を元に
次年度の「学校評価の４点セット」が策定されている。

観
点
Ⅲ

主任等が効果的に機
能する学校運営体制

（ミドル・アップダ
ウン・マネジメント、
効果的・効率的な
チーム体制の構築）

①重点目標の達成に向けた「検証・改善体制」の
中で、以下の役割と責任が主任等によって果たさ
れている。
※役割と責任はＡに同じ。
②会議・分掌・行事等の見直しにより学校運営が
効率化されるとともに、少数職種・専門スタッフ
や福祉・警察等の関係機関との連携体制が構築さ
れ、日常的な情報共有が十分に行われている。

①重点目標の達成に向けた「検証・改善体制」の中で、以下の役
割と責任が主任等に与えられている。
・運営委員会での具体的な取組の提案
・教職員に対する校長の運営方針の周知、取組の進捗管理等での
指導・助言
・他の学年・分掌主任等との連携・協議
②会議・分掌・行事等の見直しと、少数職種・専門スタッフや福
祉・警察等の関係機関との連携体制が構築されている。

観
点
Ⅳ

学校・家庭・地域に
よる目標の協働達成

（目標協働達成）

①目標協働達成に向けたチームが組織され、児童
生徒の現状・課題、学校の教育目標や「学校評価
の４点セット」等の取組内容が熟議され、取組や
行事等の質の向上と精選・見直し、家庭・地域と
の役割分担の明確化・適正化が図られている。

①目標協働達成に向けたチームが組織され、児童生徒の現状・課
題、学校の教育目標や「学校評価の４点セット」等の取組内容が
共有されている。
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を踏まえた
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　○○○市立○○○○学校　　　校長　○○　○○　　　 　　

　学校の教育目標：

担
当

令和元年度　学校評価の４点セット

※誰が、何を、どれ くらいの頻度で

知

徳

体

知識･技能の習得

思考力･判断力･表現力等の育成

学びに向かう力、人間性等の涵養

働き方改革の推進

育
成
を
目
指
す
資
質
･
能
力
三
つ
の
柱



目指す
子ども像

学校の教育目標の設定・見直し
（「何を学ぶか」「どのように学ぶか」「何ができるようになるか」）⇒「社会に開かれた教育課程」の実現、「カリキュラムマネジメント」の実現

資質・能力
三つの柱

知 徳 体

【◯◯部 主任◯◯】

知識及び
技能の習
得

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

思考力、
判断力、
表現力等
の育成

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

学びに向
かう力、
人間性等
の涵養

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

学校の
教育目標

重点目標

働き方改
革の推進働き方改革

学校評価の４点セット

（実態） （課題）

（家庭･地域の願い）
児童･生徒の実態等から育成を目指す資質･能力を明確にする。

（育成を目指す･
資質･能力）

②

④
※
合わせて
「育成を目指
す資質・能力」
も明確にする。

（実態）
↓

（課題）

①

（実態）
↓

（課題）

①

（実態）
↓

（課題）

①

（育成を目指す･
資質･能力）

②

（育成を目指す･
資質･能力）

②
（育成を目指す･
資質･能力）

②

（育成を目指す･
資質･能力）

②

（育成を目指す･
資質･能力）

②
（育成を目指す･
資質･能力）

②

（育成を目指す･
資質･能力）

②

（育成を目指す･
資質･能力）

②

③



学校の教育目標の設定・見直し
（「何を学ぶか」「どのように学ぶか」「何ができるようになるか」）⇒「社会に開かれた教育課程」の実現、「カリキュラムマネジメント」の実現

資質・能力
三つの柱

知 徳 体

【◯◯部 主任◯◯】

知識及び
技能の習
得

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

思考力、
判断力、
表現力等
の育成

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

学びに向
かう力、
人間性等
の涵養

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

（実態）
↓

（課題）

（育成を目指す･
資質･能力）

学校の
教育目標 重点目標

働き方改
革の推進働き方改革

学校評価の４点セット

（育成を目指す･
資質･能力）

（育成を目指す･
資質･能力）

（育成を目指す･
資質･能力）

（育成を目指す･
資質･能力）

（育成を目指す･
資質･能力）

（育成を目指す･
資質･能力）

（実態） （課題）

（家庭･地域の願い）
児童･生徒の実態等から育成を目指す資質･能力を明確にする。

目指す
子ども像



（育成を目指す資質・能力）
・計算力（除法中心）の向上
・読解力の向上

（育成を目指す資質・能力）
・コミュ二ケーション力の育成
人間関係を構築する力の育成

（育成を目指す資質・能力）
基本的生活習慣の定着

（取組の重点）
○組織的な授業改善
・１時間のつけたい力を明確にし
た授業実践
・努力を要する児童及び特別な
支援を要する児童への手立て
の工夫
○習熟度別授業の推進
○補充学習指導の充実
○朝読書の充実

（取組の重点）
○人との関わり方についての技
能習得
・ソーシャルスキルトレーニング
○仲間づくり・絆づくり
・構成的グループエンカウンター

（取組の重点）
○生活習慣・食習慣の確立へ向
けた家庭への啓発
・バランスのとれた食事に関す
る講演会の実施
・早寝・早起き・朝ご飯の定着
○間食調査に基づく家庭と協力
した間食減少の取組

（育成を目指す資質・能力）
・問題解決力（算数科中心）の向上

（育成を目指す資質・能力）
・道徳的判断力の向上

（育成を目指す資質・能力）
・自己管理能力の向上

（取組の重点）
○組織的な授業改善
・児童の考えを深める問いのあ
り方
・自分の考えを書かせる活動
・根拠をもって説明する力の向
上
・児童の言葉を使ったまとめ
○教師の単元構想力の向上
・計画的な問題解決学習の授業
実践

（取組の重点）
○多面的・多角的な見方や自分
自身との関わりを考えさせる授
業実践
○お互いに認め合う活動
・友だちのいいところ見つけ

（取組の重点）
○家庭と協力したメディアコント
ロール
・家庭でのメディアルールの設
定
○生活リズムの習慣化
・計画的な家庭学習習慣の確立

（育成を目指す資質・能力）
・諦めずに、進んで課題解決に取り
組もうとする態度

（育成を目指す資質・能力）
・思いやりをもって、進んで他者と関
わろうとする態度

（育成を目指す資質・能力）
・進んで運動に親しもうとする態度

（取組の重点）
○組織的な授業改善
・授業の振り返りにおけるつけた
い力の確実な見取り

（取組の重点）
○仲良し集会
・異学年の交流活動
○生徒指導の三機能における
共感的人間関係を意識した授
業実践

（取組の重点）
○一校一実践
・チャレンジカードで意欲化
○外遊びの奨励
○「親子で運動」の推進
○トレーニング道具の整備

働き方改革
　　　業務改善及び
　　　改善意識の向上

夢
や
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て
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的
に
、
粘
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く
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を
高
め
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未知の状況にも対応
できる

思考力・判断力・表現
力等の育成

　
自
己
判
断
・

　
　
　
自
己
表
現
で
き
る
力
の
育
成

人
間
関
係
形
成
力
の
育
成

学びを人生や社会に
生かそうとする

学びに向かう力、人
間性等の涵養

意
欲
的
に
取
り
組
む
力
の
育
成

生きて働く

知識及び技能の習得

（実態)
○基礎学力（国・
算）ともに向上。
○低学力層は減少
傾向。
●算数の割り算が
弱い。
●学力の二極化あ
り。（支援を要する
児童が一定の割合
いる。）
●問題を読み取る
力弱い。
●県調査活用問題
（算数）偏差値５０
以下。

（課題）
・基礎的基本的学
力を身につけるこ
とが課題。
・自分の考えを持
ち、根拠をもって発
言できるようになる
ことが課題。
・自分の考えを積
極的に発言できる
することが課題。

（実態)
○あいさつはよい。
●新規不登校児童
　　5名。
●いじめ認知件数
　　30件。
●自分の思いを表
現したりすることが
苦手。
●「学級が楽しい」
の児童アンケート
で否定的な回答率
10％超の学級あ
り。

(課題）
・相手の立場を考
えた言動ができる
ようになることが課
題
・お互いに認め合
い、支え合えるよう
になることが課題。

（実態)
○運動能力調査の
結果、昨年度より
D・E層の割合が減
少。
●愛好度が昨年度
より減少。
●肥満傾向児出現
率高い。
●メディアコント
ロール課題。
●バランスのとれ
た食事を含む家庭
での生活習慣に課
題あり。

(課題）
・「運動が楽しい」と
いう児童を増やす
ことが課題。
・家庭学習の充実
が課題。
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取
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学校の教育目標の設定・見直し（「何を学ぶか」「どのように学ぶか」「何ができるようになるか」）⇒「社会に開かれた教育課程」の実現、「カリキュラムマネジメント」の実現

育成を目指す資質・能
力の三つの柱

知（主に各教科） 徳（主に道徳） 体（主に保健体育）
目指す子ども像 学校の教育目標 重点目標 達成指標 重点的取組 取組指標

【◇◇部　主任○○、副主任○○】 【◇◇部　主任○○、副主任○○】 【◇◇部　主任○○、副主任○○】

児童生徒の実態等から育成を目指す資質・能力を明確にする。

（家庭・地域の願い）※CS導入済み

・他人の立場を理解し、思いやりをもった優しい子ども

・何ごとも諦めないで、進んで頑張る子ども
学校評価の４点セット

（実態） （課題）

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

『

問
題
発
見
・
解
決
能
力

、

協
働
性

』





（育成を目指す資質・能力）
・計算力（除法中心）の向上
・読解力の向上

（育成を目指す資質・能力）
・コミュ二ケーション力の育成
人間関係を構築する力の育成

（育成を目指す資質・能力）
基本的生活習慣の定着

（取組の重点）
○組織的な授業改善
・１時間のつけたい力を明確にし
た授業実践
・努力を要する児童及び特別な
支援を要する児童への手立て
の工夫
○習熟度別授業の推進
○補充学習指導の充実
○朝読書の充実

（取組の重点）
○人との関わり方についての技
能習得
・ソーシャルスキルトレーニング
○仲間づくり・絆づくり
・構成的グループエンカウンター

（取組の重点）
○生活習慣・食習慣の確立へ向
けた家庭への啓発
・バランスのとれた食事に関す
る講演会の実施
・早寝・早起き・朝ご飯の定着
○間食調査に基づく家庭と協力
した間食減少の取組

（育成を目指す資質・能力）
・問題解決力（算数科中心）の向上

（育成を目指す資質・能力）
・道徳的判断力の向上

（育成を目指す資質・能力）
・自己管理能力の向上

（取組の重点）
○組織的な授業改善
・児童の考えを深める問いのあ
り方
・自分の考えを書かせる活動
・根拠をもって説明する力の向
上
・児童の言葉を使ったまとめ
○教師の単元構想力の向上
・計画的な問題解決学習の授業
実践

（取組の重点）
○多面的・多角的な見方や自分
自身との関わりを考えさせる授
業実践
○お互いに認め合う活動
・友だちのいいところ見つけ

（取組の重点）
○家庭と協力したメディアコント
ロール
・家庭でのメディアルールの設
定
○生活リズムの習慣化
・計画的な家庭学習習慣の確立

（育成を目指す資質・能力）
・諦めずに、進んで課題解決に取り
組もうとする態度

（育成を目指す資質・能力）
・思いやりをもって、進んで他者と関
わろうとする態度

（育成を目指す資質・能力）
・進んで運動に親しもうとする態度

（取組の重点）
○組織的な授業改善
・授業の振り返りにおけるつけた
い力の確実な見取り

（取組の重点）
○仲良し集会
・異学年の交流活動
○生徒指導の三機能における
共感的人間関係を意識した授
業実践

（取組の重点）
○一校一実践
・チャレンジカードで意欲化
○外遊びの奨励
○「親子で運動」の推進
○トレーニング道具の整備

働き方改革
　　　業務改善及び
　　　改善意識の向上

夢
や
目
標
の
実
現
へ
向
け
て
、
意
欲
的
に
、
粘
り
強
く
、
自
分
自
身
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
児
童
の
育
成

（
　
や
る
気
　
　
根
気
　
　
思
い
や
り
　
）

未知の状況にも対応
できる

思考力・判断力・表現
力等の育成

　
自
己
判
断
・

　
　
　
自
己
表
現
で
き
る
力
の
育
成

人
間
関
係
形
成
力
の
育
成

学びを人生や社会に
生かそうとする

学びに向かう力、人
間性等の涵養

意
欲
的
に
取
り
組
む
力
の
育
成

生きて働く

知識及び技能の習得

（実態)
○基礎学力（国・
算）ともに向上。
○低学力層は減少
傾向。
●算数の割り算が
弱い。
●学力の二極化あ
り。（支援を要する
児童が一定の割合
いる。）
●問題を読み取る
力弱い。
●県調査活用問題
（算数）偏差値５０
以下。

（課題）
・基礎的基本的学
力を身につけるこ
とが課題。
・自分の考えを持
ち、根拠をもって発
言できるようになる
ことが課題。
・自分の考えを積
極的に発言できる
することが課題。

（実態)
○あいさつはよい。
●新規不登校児童
　　5名。
●いじめ認知件数
　　30件。
●自分の思いを表
現したりすることが
苦手。
●「学級が楽しい」
の児童アンケート
で否定的な回答率
10％超の学級あ
り。

(課題）
・相手の立場を考
えた言動ができる
ようになることが課
題
・お互いに認め合
い、支え合えるよう
になることが課題。

（実態)
○運動能力調査の
結果、昨年度より
D・E層の割合が減
少。
●愛好度が昨年度
より減少。
●肥満傾向児出現
率高い。
●メディアコント
ロール課題。
●バランスのとれ
た食事を含む家庭
での生活習慣に課
題あり。

(課題）
・「運動が楽しい」と
いう児童を増やす
ことが課題。
・家庭学習の充実
が課題。

　
◇
将
来
へ
向
け
て
必
要
と
な
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
力
を
身
に
つ
け
た
児
童

　
◇
自
分
の
考
え
を
よ
り
深
め

、
自
己
対
話
が
で
き

、
自
分
自
身
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
児
童

　
◇
何
事
に
も
諦
め
ず

、
進
ん
で
取
り
組
み

、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

、
思
い
や
り
を
も
っ
て
関
わ
れ
る
児
童

学校の教育目標の設定・見直し（「何を学ぶか」「どのように学ぶか」「何ができるようになるか」）⇒「社会に開かれた教育課程」の実現、「カリキュラムマネジメント」の実現

育成を目指す資質・能
力の三つの柱

知（主に各教科） 徳（主に道徳） 体（主に保健体育）
目指す子ども像 学校の教育目標 重点目標 達成指標 重点的取組 取組指標

【◇◇部　主任○○、副主任○○】 【◇◇部　主任○○、副主任○○】 【◇◇部　主任○○、副主任○○】

児童生徒の実態等から育成を目指す資質・能力を明確にする。

（家庭・地域の願い）※CS導入済み

・他人の立場を理解し、思いやりをもった優しい子ども

・何ごとも諦めないで、進んで頑張る子ども
学校評価の４点セット

（実態） （課題）

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

『

問
題
発
見
・
解
決
能
力

、

協
働
性

』



達成指標 責任者 重点的取組
取組指標

（誰が、何を、どのくらいの頻度で）
具体的な取組方法

○市の学力調査の基礎問題
各教科正答率●点以上の児童の割合
を●％以上

○授業者は、毎時間、付けたい力を明確にして授
業を行う。

○授業者は、毎時間、努力を要する児童への手立
てを講ずる。
（見方・考え方に対する手立て）

○単元末テスト基礎問題
各教科正答率●点以上の児童の割合
を●％以上

○習熟度別授業の推進
○習熟度別授業の指導者は、毎時間、習熟の程度
に応じた指導の手立てを講ずる。

○補充学習の充実
○学年部は、毎週木曜日の放課後に、課題のある
教科の補充学習に取り組む

○朝読書の充実
○担任は、毎朝の帯時間に、朝読書の取組を行
う。

○市の学力調査の活用問題
各教科正答率●点以下の児童の割合
を●％以内

○授業者は、問題解決的な展開の授業において、
児童に自分の考えをノートに整理させた上で、根
拠をもって説明する場を、最低単元に１回設定す
る。

○授業者は、毎時間、児童の言葉を使ってまとめ
を行う。

○単元末テスト活用問題
各教科正答率●点以下の児童の割合
を●％以内

【

学
び
に
向
か
う
力
、

人
間
性
等
の
涵
養
】

諦
め
ず
に
進
ん
で
課
題
解
決

に
取
り
組
も
う
と
す
る
態
度

○児童アンケートにおいて
「進んで勉強に取り組むことができ
た」
肯定的な割合を●％以上

○学習意欲の向上に向けた授業改
善

○授業者は、授業の振り返りにおいて、1時間の
付けたい力がついたかの見取りを毎時間行う。

問題発見・解決能力、協働性

重点目標

計
算
力
の
向
上

読
解
力
の
向
上

【

知
識
及
び
技
能
の
習
得
】

問
題
解
決
力
の
向
上

【

思
考
力
、

判
断
力
、

表

現
力
等
の
育
成
】

研
究
主
任

○個に応じたきめ細かな授業改善

○新大分スタンダードに基づく授
業改善（課題解決的な展開の授業
における授業改善）

「知の４点セット」例

学校教育目標
夢や目標の実現へ向けて、意欲的に、粘り強く、自分自身を高めることのできる児童の育成

（　　　やる気　　　　　根気　　　　　思いやり　　　）

育成を目指す資質・能力



達成指標 重点的取組
取組指標

（誰が、何を、どのくらいの頻度で）
担当 責任者

研
究
（

生
徒
指
導
・
体
育
）
主
任

【

学
び
に
向
か
う
力
、

人

間
性
等
の
涵
養
】

「知（徳・体）の４点セット」

学校教育目標

育成を目指す資質・能力

重点目標

【

知
識
及
び
技
能
の
習

得
】

【

思
考
力
、

判
断
力
、

表

現
力
等
の
育
成
】



資質
能力

重点
目標

達成指標 重点的取組
取組指標

（誰が、何を、どのくらいの頻度で）

○新大分スタンダードに
基づく授業改善

○授業者は、まとめ・振り返りの時間を毎時間設定する。
○授業者は、努力を要する児童生徒に対する手立てを講じ
た授業を毎時間行う。

○学習状況に応じた個別
指導の充実

○週4回20分間ののスタディタイムを組織的に取り組むた
め、全校一斉で行い、全職員で個別指導にあたる。

○柔軟性及び握力・持久
力の向上

○授業者は、柔軟性及び握力の向上をねらったストレッチ
やサーキット運動を、毎時間体育の授業始めに位置づけ、
楽しく取り組めるよう、低体力層や運動嫌いの子どもを中心
に、声かけをする。

家
庭

○メディアコントロールと
読書習慣の定着

○保護者は、週1回のノーメディアデーには、親子読書や読
み聞かせを行う。

地
域

○学校への丸付け支援
○学校運営協議会学習支援部を中心に、地域へ声かけ
し、学期に延べ５０人以上が丸付け支援に参加する。

○生活科や総合的な学習
の時間を中心に据えた深
い学びの実現

○授業者は、課題設定、情報収集、整理・分析、まとめ・発
表の探究活動のプロセスを明確にした総合や生活科の授
業を毎時間行う。

○授業改善による深い学
びの実現

○授業者は、月1回の振り返りシート（思考･判断・表現力の
視点）を用いた互見授業を通して、授業改善に取り組む。

○人間関係づくりプログラ
ムの推進

○学級担任及び担当は、15分程度の構成的グループエン
カウンターやSSTを週に1回以上行う。

家
庭

○親子での会話の充実
○保護者は、週に１回以上、子どもと学校での友だち関係
や出来事等について話す機会を設ける。

地
域

○生活科・総合的な学習
の時間への参画

○学校運営協議会地域連携部及び学習支援部は、ゲスト
ティーチャーによる授業、体験活動等の企画運営に関与
し、学期に延べ３０人以上が学校支援に参加する。

○学びを生かす振り返り
の実施

○授業者は、単元末に、学びを今後の生活に生かす視点
での振り返りをノート等に記述させる。

○他者理解及び自尊感
情の涵養をめざした仲間
づくり（人間関係づくり）

○担当は、集会活動や縦割り班活動を活かして、互いのよ
さやちがいを認め合えるとともに自分のよさを知る取組を学
期に２回以上は行う。

○朝の運動タイム「１校１
実践」の推進

○担当は担任と連携し、毎週金曜日の朝の運動タイム（晴
天：マラソン、雨天：縄跳び）を実施し、子どもが目標を達成
できるよう支援する。

家
庭

○「家族ふれあいスポー
ツデー」の実施

○保護者は、月に２回以上、週末に家族で運動し、親子で
ふれあう機会を設ける。

地
域

○学校への訪問
○学校運営協議会学習支援部及び地域連携部を中心に、
地域へ声かけし、学期に延べ１００人以上が授業参観や発
表会を参観する。

○教職員のスケジュール
管理の推進

○教職員は、カリキュラムや学校行事を見通したスケ
ジュール管理（タイムマネジメント）を、月１回以上実施す

○熟議の積極的活用
○学校運営委員会を中心に、会議・学校行事の精選・見直
しを学期に１回以上実施する。

家
庭

○役割の明確化
○PTA執行部や専門部は、生活や学習習慣改善のための
取組や呼びかけを学期に１回以上実施する。

○熟議の積極的活用
○学校運営協議会は、学校の業務改善につながる支援に
ついて、学期に１回以上の熟議を実施する。

○積極的な学校支援
○学校運営協議会専門部会は、PTA等と連携して、学期に
１回以上、授業や学校行事への支援を実施する。

○月平均の時間外勤務
時間を４５時間以下にす
る

○学校の教育活動がより
よいものになっていると感
じている地域・家庭・ボラ
ンティア等の割合８０％以
上

学校の教育目標 ：ふるさとを愛し、自ら考え行動し、共に高まり合う児童の育成

学
校

学
校

学
校

第３ステージ「学校評価の４点セット」例

【
思
考
力

、
判
断
力

、
表
現
力
等
の
育
成

】

【
学
び
に
向
か
う
力

、
人
間
性
等
の
涵
養

】

【
働
き
方
改
革
の
推
進

】

自
分
の
思
い
や
考
え
を
も
ち

、

自
信
を
持

っ
て
表
現
で
き

、
互

い
の
考
え
を
伝
え
合
う
子
ど
も

の
育
成

【
知
・
徳

】

自
ら
課
題
を
見
つ
け

、
様
々
な
課

題
に
仲
間
と
協
働
し
な
が
ら
取
り

組
む
子
ど
も
の
育
成

【
知
・
徳
・
体

】

業
務
改
善
の
推
進

育成を目指す
資質・能力 ：問題発見・解決能力、自己実現力、協働性

地
域

【
知
識
及
び
技
能
の
習
得

】

基
本
的
な
学
習
習
慣
や
生
活
習
慣

及
び
基
礎
・
基
本
の
学
力
を
身
に

付
け
た
子
ど
も
の
育
成

【
知
・
体

】

【知】
○国・県・市の学力調査
及び単元テストの全てで
低学力層の割合５％以下

【体】
○体力・運動能力調査項
目において、全国平均を
上回る児童が７０％以上。
また低体力層の児童生徒
が５％未満

学
校

【知】
○各教科の定期（単元）テス
ト，評価テスト，ワークシート
において、記述式問題の無
回答者の割合を１０％未満、
正答者の割合を８０％以上

【徳】
○ハイパーQU検査やアセス
検査において、学級生活満
足群の児童生徒が全国平均
以上、要支援群の児童生徒
数５％未満
【徳】
○「学校は楽しい」「友だちと
仲良くすごしている」「友だち
は自分の気持ちをわかってく
れる」「友だちのいいところを
発見し、自分の良さに気づい
た」の項目について、児童評
価及び教職員評価（教師の
見取り）の４評価が９０％以
上

【体】
○「朝の運動タイム（１校１実
践）」において、自分の目標
を達成できた児童生徒９０％
以上



第３ステージ「学校評価の４点セット」 　指標・取組内容設定例

学校の教育目標：変化の激しい将来を生き抜く、たくましい子どもの育成
目指す資質・能力：人間力・総合力＝変化の激しい将来を生き抜く力、答えのないような問題に答えを出す力等（学校全体で組織的に進めるカリキュラム・マネジメント〔改訂版〕P１９参照）

○授業者は、月1回の振り返りシートを用いた互見授業を通して、授業改善に取り組む。

○教職員は、学期に１回以上課題のある項目を中心に体力・運動能力調査を実施する。

メディアコントロールと読書習慣の定着

望ましい生活習慣（食習慣）の確立

○保護者は、週1回のノーメディアデーには、親子読書や読み聞かせを行う。

保護者は、毎日の朝御飯を食べさせる。

学習習慣の定着 ○放課後児童クラブにおける毎日の学習について、個々が集中して取り組むよう指導支援する。

既習事項をもとに、自力で課題解決する授業の実
践

○授業者は、学習内容の定着をめざし、授業終了5分前に、視点を明確にした振り返りをノート等に記
述させる。

【
生
き
て
働
く
知
識
及
び
技
能
の
習
得

】

生活科・総合的な学習の時間への参画
○学校運営協議会地域連携部及び学習支援部は、ゲストティーチャーによる授業、郷土学等の企画
運営に関与し、学期に延べ３０人以上が学校支援に参加する。

○授業者は、まとめ・振り返りの時間を毎時間設定する。
○授業者は、努力を要する児童生徒に対する手立てを講じた授業を毎時間行う。

○授業者は、子どもの道徳性を育むため、毎時間、意図的計画的に学習状況を記録する。

体力調査データの活用

○授業者は、柔軟性及び握力の向上をねらったストレッチやサーキット運動を、毎時間体育の授業始
めに位置づける。

○各教科で資料から必要な情報を読み取り，まとめ，表現する活動を単元に１回以上実践する。

基本的生活習慣の定着を図るための「生活リズム
振り返りカード」の活用

○担任は月に1回「生活リズムの振り返り」を実施し、把握した状況を基に声かけをする。

学校の教育目標実現
のための課題を踏まえた

重点目標

基
本
を
大
切
に
し

、
確
実
に
身
に
つ
け
る

、
児
童
生
徒
の
育
成

親子での会話の充実 ○保護者は、週に１回以上、子どもと学校での友だち関係や出来事等について話す機会を設ける。

いじめゼロ運動の推進

○授業者は、課題設定、情報収集、整理・分析、まとめ・発表の探究活動のプロセスを明確にした総合
や生活科の授業を毎時間行う。

【
未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成

】

【知】
○各教科の定期（単元）テスト，評価テス
ト，ワークシートにおいて、記述式問題の
無回答者の割合を１０％未満、正答者の
割合を８０％以上

【徳】
○ハイパーQU検査やアセス検査におい
て、学級生活満足群の児童生徒が全国
平均以上、要支援群の児童生徒数５％
未満

【体】
○「朝の運動タイム（１校１実践）」におい
て、自分の目標を達成できた児童生徒９
０％以上

○「自分の決めた時刻までに寝て決めた
時刻までに起きる」規則正しい生活ので
きる子ども９０％以上（生活チェック表よ
り）

学
校

地
域

家
庭

資料から必要な情報を読み取り、根拠を明らかに
する指導方法を工夫

授業改善による深い学びの実現

学校への訪問

食や運動習慣、睡眠時間についての取組

生活科・総合的な学習の時間への参画

生活科や総合的な学習の時間を中心に据えた深
い学びの実現

朝の運動タイム「１校１実践」の推進

○学校運営協議会地域連携部及び学習支援部は、ゲストティーチャーによる授業、体験活動等の企
画運営に関与し、学期に延べ３０人以上が学校支援に参加する。

○学校運営協議会学習支援部を中心に、学期に１回以上各種競技や柔軟運動、食育等のゲスト
ティーチャーをコーディネートし、特別授業を実施する。

○担当を中心に、人権集会やいじめに関する集会を生徒会（児童会）主催で学期に１回以上実施す
る。

○学級担任及び担当は、15分程度の構成的グループエンカウンターやSSTを週に1回以上行う。

担任は、栄養教諭等と連携して、生活、食、運動の３つを関連させた睡眠の大切さについての授業を
学期に１回以上実施する。

○保護者は、児童生徒と共に帰宅後の計画をたて、就寝時間までの学習時間やメディア時間について
の声かけを毎日行う。

○保護者は、生活チェック表を活用して、食事や運動習慣、睡眠時間等について、毎日声かけする。

○学校運営協議会学習支援部及び地域連携部を中心に、地域へ声かけし、学期に延べ１００人以上
が授業参観や発表会を参観する。

「睡眠時間」の必要性の指導

資
質
・
能
力

重点目標に係る
目指すべき子どもの姿となる

達成指標

※客観的データを活用

達成指標を達成する
または近づくための

重点的取組

重点的取組に係る具体的な

取組指標
※誰が、何を、どれ くらいの頻度で

家
庭

地
域

学校への丸付け支援
○学校運営協議会学習支援部を中心に、地域へ声かけし、学期に延べ５０人以上が丸付け支援に参
加する。

体力向上や食育等への支援
○学校運営協議会学習支援部を中心に、学期に１回以上各種競技や柔軟運動、食育等のゲスト
ティーチャーをコーディネートし、特別授業を実施する。

学習規律の定着

基本的生活習慣の定着
○保護者は、毎日「生活リズムカード」をもとに、学習時間、メディア時間、睡眠時間について、声かけ
をする。

学習状況に応じた個別指導の充実

○授業者は、学年毎の学習規律の定着に向けた児童生徒への声かけを毎時間行う。

○週4回20分間ののスタディタイムを組織的に取り組むため、全校一斉で行い、全職員で個別指導に
あたる。

柔軟性及び握力・持久力の向上

知

○担当は担任と連携し、毎週金曜日の朝の運動タイム（晴天：マラソン、雨天：縄跳び）を実施し、子ど
もが目標を達成できるよう支援する。

体力向上や食育等への支援

最
後
ま
で
考
え
抜
き

、
表
現
で
き
る

、
児
童
生
徒
の
育
成

人間関係づくりプログラムの推進

徳

体

知

知
・
徳

体

計画を立てて行動する習慣の定着

【知】
○国・県・市の学力調査及び定期（単元）
テストの全てで低学力層の割合５％以下

【徳】
○「公正･公平」「相互理解・寛容」におけ
る道徳的価値の理解ができている児童
生徒９０％以上（学習記録より）

【徳】
○「家庭での平日学習時間の平均：学年
×１０＋１０分を達成できている児童」「メ
ディア時間の平均６０分未満が達成でき
ている児童」「平均８時間以上の睡眠が
できている児童」９０％以上。

【体】
○体力・運動能力調査項目において、全
国平均を上回る児童生徒が７０％以上。
また低体力層の児童生徒が５％未満

学
校

新大分スタンダードに基づく授業改善

「公正･公平」「相互理解・寛容」を育む道徳科を中
心にした道徳教育の実践

知

徳

体

知

徳

体

体

知
・
徳

知

１校１実践の推進 ○全教職員は、週２回の「筋力アップタイム（１校１実践）」に参加し、アドバイスや声かけを実施する。

知

徳

体

○PTAと学校運営協議会が連携して、登下校や校外学習時の見守りや交通安全指導を計画的に実施
する。

○学校運営協議会は、学校の業務改善につながる支援について、学期に１回以上の熟議を実施す
る。

○学校運営協議会専門部会は、PTA等と連携して、学期に１回以上、授業や学校行事への支援を実
施する。

○家庭や地域と協働し、効果的・効率的に児童・生
徒の育成を図るための業務改善家

庭
・
地
域

【
働
き
方
改
革

】

業
務
改
善
の
推
進

○月平均の時間外勤務時間を４５時間
以下にする

○学校の教育活動がよりよいものになっ
ていると感じている地域・家庭・ボラン
ティア等の割合８０％以上

学
校

○教職員は、カリキュラムや学校行事を見通したスケジュール管理（タイムマネジメント）を、月１回以
上実施する。

○学校運営委員会を中心に、会議・学校行事の精選・見直しを学期に１回以上実施する。

○PTA執行部や専門部は、生活や学習習慣改善のための取組や呼びかけを学期に１回以上実施す
る。

学校への訪問
○学校運営協議会学習支援部及び地域連携部を中心に、地域へ声かけし、学期に延べ１００人以上
が授業参観や発表会を参観する。

知
・
徳

知

安心安全対策の推進 ○学校運営協議会環境整備部を中心に、登下校時の見守り活動を、毎日行う。

徳

自力登校のサポート
○学校運営協議会環境整備部を中心に、自力登校の見守り活動を月1回以上実施する。（小500m前，
中1㎞前登校）

体

○学校運営協議会地域連携部及び学習支援部は、郷土学等へのゲストティーチャーによる授業、体
験活動等の企画運営に関与し、学期に延べ３０人以上が児童生徒とふれあう。

○学校運営協議会学習支援部及び地域連携部を中心に、地域へ声かけし、学期に延べ５０人以上が
体育的行事に参観する。

○学校運営協議会環境整備部を中心に、登下校時の児童生徒に対するあいさつと温かい声かけを毎
日行う。

あいさつと褒める声かけの推進 〇保護者は，毎日「おはよう」等のあいさつや「認める・褒める」等の声かけをする。

知

徳

体

知

体

徳

人間関係づくりプログラムの推進 ○学級担任及び担当は、15分程度の構成的グループエンカウンターやSSTを週に1回以上行う。

○保護者は，週1回以上子どもの音読を聞いたり共に読書をしたりして会話に努める。

・保護者は、毎朝、集合地点から子どもを歩いて登校させる。

○担任は郷土学に取り組み、学校外の人たちとコミュニケーションできる場を設定すると共に校内外に
向けて発表する活動を学期に1回設定する。

○授業者は、単元末に、学びを今後の生活に生かす視点での振り返りをノート等に記述させる。

○授業者は、子どもの道徳性を育むため、毎時間、意図的計画的に実施し、毎時間学習状況を記録
する。

○担当は、集会活動や縦割り班活動を活かして、互いのよさやちがいを認め合えるとともに自分のよさ
を知る取組を学期に２回以上は行う。

○担任等は、QUやアセス等の結果を基に月に1回以上児童生徒の面談を実施する。

○担当は担任と連携し、毎週金曜日の朝の運動タイム（晴天：マラソン、雨天：縄跳び）を実施し、子ど
もが目標を達成できるよう支援する。

「家族ふれあいスポーツデー」の実施 ○保護者は、月に２回以上、週末に家族で運動し、親子でふれあう機会を設ける。

　

【
学
び
を
人
生
や
社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
の
涵
養

】

【知】
○各教科の定期（単元）テスト，評価テス
ト，ワークシートにおいて、記述式問題の
無回答者の割合を１０％未満

○授業評価において、「授業内容がわか
る」「意欲的に授業に取り組めている」児
童生徒の割合が９０％以上

【徳】
○ハイパーQU検査やアセス検査におい
て、学級生活満足群の児童生徒が全国
平均以上、要支援群の児童生徒数５％
未満

○「学校は楽しい」「友だちと仲良くすごし
ている」「友だちは自分の気持ちをわ
かってくれる」「友だちのいいところを発
見し、自分の良さに気づいた」の項目に
ついて、児童評価及び教職員評価（教師
の見取り）の４評価が９０％以上

【体】
○体力・運動能力調査において、課題の
種目の記録が向上した児童生徒が９
０％以上

○「朝の運動タイム（１校１実践）」におい
て、自分の目標を達成できた児童生徒９
０％以上

学
校

地
域

学びを生かす振り返りの実施

道徳性を育む道徳の授業実践

他者理解及び自尊感情の涵養をめざした仲間づく
り（人間関係づくり）

相談活動の充実

朝の運動タイム「１校１実践」の推進

家
庭

苦
手
な
こ
と
に
も
あ
き
ら
め
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
児
童
生
徒
の
育
成

親子ふれあいの取組み

徒歩登校、自力登校をさせる。

地域の人とふれあう場の設定

郷土学等への参画

体育的行事への参観

あいさつと温かい声かけの推進


